
 

 

   青森公立大学経営経済学部履修規程 

 

平成２１年４月１日 

規程第９９号 

 

改正 平成２８年 ２月規程第 ２号 

令和 ２年 ３月規程第 ５号 

令和 ４年 ３月規程第 ２号 

 

 

 （目的）  

第１条 この規程は、青森公立大学学則（平成２１年規程第１号。以下「学則」

という。）第１３条第２項の規定に基づき、履修（教職課程科目に係るものを除

く。以下同じ。）に必要な事項を定めるものとする。 

（授業科目、授業を行う年次、単位数及び履修方法）  

第２条 授業科目の名称、授業を行う年次、単位数及び履修方法は、別表第１の

とおりとする。 

 （履修の登録）  

第３条 学生は、履修しようとする授業科目について、指定の期日内に履修の届

出をし、履修登録をしなければならない。  

２ 前項の履修の届出は、履修登録票を事務局に提出することにより行うものと

する。  

３ 履修登録は、通年開講科目を含め、当該学期ごとに行う。  

４ 前年度に履修登録を行い単位を取得することができなかった科目を再履修し

ようとする場合において、当該科目について再履修クラスが設定されていると

きは、当該再履修クラスで履修しなければならない。 

 （履修の制限） 

第４条 各年次において、履修することができる単位数は、年間５０単位未満と

する。 

２ 履修しようとする授業科目について、次の各号のいずれかに該当する場合は、

原則として履修できない。 

 (1) 在学年次より上級年次に配置されている授業科目を履修しようとすると

き。 

 (2) クラス指定のある科目で該当クラス以外で履修しようとするとき。 

 (3) 同一時限に複数の授業科目を履修するとき。 

３ 第１１条第１項に規定するＧＰＡ（当該学期の履修科目の単位当たりの成績

の平均値をいう。以下同じ。）が２学期連続して２．００未満で、かつ、同項に

規定する累積ＧＰＡが１．００未満の者又はＧＰＡが３学期連続して２．００

未満の者は、新たな学期においては、１４単位を超えて履修することができな

いものとする。 



 

 

４ 前項の規定は、同項に規定するＧＰＡが３学期連続して２．００未満の者が

次の学期以降においてもなおＧＰＡが２．００未満で、かつ、累積ＧＰＡが２．

００以上である場合について準用する。 

５ 第２項第１号に掲げる場合で、ＧＰＡの累積が３．７０以上のときは、同項

の規定にかかわらず、直近上位の年次に配置されている授業科目について、各

学期８単位以内に限り履修することができる。 

 （履修登録の削除）  

第５条 既に履修登録済みの授業科目の削除は、当該学期ごとに行う。ただし、

通年開講科目については、秋学期での削除を認める。  

２ 履修登録の削除は、あらかじめ指定された履修変更期間内に、定められた手

続により、事務局に履修削除票を提出することによって行う。  

 （シラバス）  

第６条 学生に対し、科目の概要、評価方法等講義の運営を詳細に記載したシラ

バスをオリエンテーションまでに配布するものとする。  

２ 前項のシラバスは、学生の利用に供するため、図書館に常備する。  

 （授業科目の成績評価）  

第７条 授業科目の成績評価は、実施した試験及び出欠状況等の総合評価により

行う。  

２ 成績評価の方法は、各教員がシラバスにより示した方法による。  

３ 成績表示、評価基準及びその評価は、次のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 成績表示のＡ、Ｂ、Ｃ及びＤを合格とし、所定の単位を与え、Ｆを不合格と

する。 

 （試験及び追試験）  

第８条 試験の種類は、定期試験、小テスト、口答試験及びレポートとする。  

２ 定期試験とは、学事暦に示された試験期間中に行う中間試験及び期末試験を

いう。  

３ 小テストとは、授業時間内に随時行われる試験（クイズ及び理解度テスト等

を含む。）をいう。 

成績表示 評価基準（100 点中） 評価 

Ａ 80 点以上 秀 

Ｂ 70 点以上 80 点未満 優 

Ｃ 60 点以上 70 点未満 良 

Ｄ 50 点以上 60 点未満 可 

Ｆ 50 点未満 不可 



 

 

４ 試験の実施方法は、原則としてシラバスに示された方法による。 

５ 履修登録をしていない科目の受験は、認めない。  

６ 追試験は、原則として実施しない。  

７ やむを得ない理由によって定期試験を欠席した者は、当該試験の終了後、当

該試験日を含め１週間以内に、欠席届に必要な証明書類を添えて事務局に届け

出るものとする。この場合において、学部長が欠席理由をやむを得ないものと

認めたときに限り、当該科目の担当教員は速やかに追試験を実施するものとす

る。 

８ 当該科目の担当教員は、追試験による確定成績を、当該学期の学部長の指定

する日までに届け出るものとする。ただし、当該学生の理由によって、学部長

が指定した日までに追試験が実施できない場合には、担当教員は、追試験以外

の方法で成績を確定しなければならない。  

 （不正行為等）  

第９条 試験において不正行為を行った場合には、その者について、通年開講科

目を含め当該学期のすべての履修科目を「Ｆ」とし、学則第３６条に基づく懲

戒又は学長若しくは学部長による厳重注意処分とする。  

２ 前項の試験には、筆記試験等に代わって課されるレポートの提出等を含む。  

 （再履修）  

第１０条 合格の成績評価を受けた者でも、当該科目を再履修できるものとする。  

２ 当該科目の最終の成績評価は、最終履修時の評価をもって当てる。  

 （ＧＰＡ）  

第１１条 各学期毎に、ＧＰＡを表示し、以下の計算式によって算出する。 

 

ＧＰＡ＝ 
[（科目の単位数）×（その科目で得たグレードポイント）]の総和 

         （履修登録した単位数）の総和 

（小数点第３位以下切捨て） 

 

 

累積ＧＰＡ＝ 
 （各学期で得た科目の取得ポイントの合計）の総和 

     （履修登録した単位数）の総和 

（小数点第３位以下切捨て） 

 

   注 取得ポイントとは、科目の単位数に当該科目で得たグレートポイント

を乗じて得た数値をいう。 

２ 成績表示に対するグレードポイントは、次のとおりとする。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （退学勧告）  

第１２条 学則第３３条第２項で定める所定の成績評価を得られない者とは、４

学期連続してＧＰＡが２．００未満で、かつ、累積ＧＰＡが２．００未満の者

をいう。  

 （卒業要件）  

第１３条 学則第１９条第１項で定める所定の授業科目及び所定の単位とは、別

表第２のとおりとし、所定の成績評価とは、累積ＧＰＡが２．００以上をいう。  

２ 学則第１９条第２項で定める優秀な成績評価とは、累積ＧＰＡ３．９０以上

をいう。  

 （その他）  

第１４条 この規程に定めるもののほか、授業科目の履修等に関し必要な事項は、

別に定める。 

 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この規程は、平成２１年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この規程の施行の日（以下「施行日」という。）前において、学則第８条、第

１３条及び別表改正に伴う経過措置に関する規程等を廃止する規程（平成２１

年青森公立大学規程第２号）による廃止前の青森公立大学経営経済学部履修規

程（平成１４年４月１日施行）の規定（次項によりその例によることとされた

ものを含む。）に基づきなされた履修、成績評価、試験その他の行為で、当該行

為に係る者が施行日以後に青森公立大学経営経済学部に在籍することとなる場

合における当該行為は、この規程の相当規定に基づきなされたものとみなす。 

３ この規程の規定は、平成１８年度以後に入学した者について適用し、平成１

７年度までに入学し、引き続き在学する者及び同年度までに入学し、平成１８

年度以後に再入学した者に係る履修については、青森公立大学経営経済学部履

成績表示 グレードポイント 

Ａ 4. 0 

Ｂ 3. 0 

Ｃ 2. 0 

Ｄ 1. 0 

Ｆ 0. 0 



 

 

修規程の一部を改正する規程（平成１８年４月１日施行）による改正前の青森

公立大学経営経済学部履修規程の規定の例による。 

 

   附 則（平成２８年規程第２号） 

（施行期日）  

１ この規程は、平成２８年４月１日から施行する。  

（経過措置） 

２ この規程は、平成２８年度以降に在学する全ての学生に適用する。 

 

附 則（令和２年規程第５号） 

（施行期日）  

１ この規程は、令和２年４月１日から施行する。  

（経過措置） 

２ この規程による改正後の青森公立大学経営経済学部履修規程（以下「新履修

規程」という。）第４条第１項、別表第１及び別表第２の規定は、令和２年度以

後に入学する者について適用し、平成３１年度までに入学し継続して在学する

者及び同年度までに入学し令和２年度以後再入学した者については、なお従前

の例による。 

３ 前項の規定にかかわらず、この規定による改正前の青森公立大学学則（以下

「旧学則」という。）別表第１に規定する授業科目の内容が新履修規程別表第１

に規定する授業科目の内容と同一のとき又はこれに代わるものとして認められ

るときその他相当の理由があると認められるときは、新履修規程別表第１に規

定する授業科目の履修をもって旧学則別表第１に規定する授業科目を履修した

とみなす。 

４ 前項の場合における授業科目の履修方法については、別に定める。 

 

附 則（令和４年規程第２号） 

（施行期日）  

１ この規程は、令和４年４月１日から施行する。  

（経過措置） 

２ この規程による改正後の青森公立大学経営経済学部履修規程（以下「新履修

規程」という。）別表第１の規定は、令和４年度以後に入学する者について適用

し、令和３年度までに入学し継続して在学する者及び同年度までに入学し令和

４年度以後再入学した者については、なお従前の例による。 

３ 前項の規定にかかわらず、この規定による改正前の青森公立大学経営経済学

部履修規程（以下「旧履修規程」という。）別表第１に規定する授業科目の内容



 

 

が新履修規程別表第１に規定する授業科目の内容と同一のとき又はこれに代わ

るものとして認められるときその他相当の理由があると認められるときは、新

履修規程別表第１に規定する授業科目の履修をもって旧履修規程別表第１に規

定する授業科目を履修したとみなす。 

４ 前項の場合における授業科目の履修方法については、別に定める。 

 



別表第１（第２条関係）

経営学科

学習導入演習 １年春 2
健康とスポーツⅠ １年春 1
健康とスポーツⅡ １年秋 1
英語ⅠA １年春 2
英語ⅠB １年春 2
英語ⅡA １年秋 2
英語ⅡB １年秋 2
English Presentation Ⅰ ２年春 2
Public Speaking Ⅰ ２年春 2
Writing as a Social Act Ⅰ ２年春 2
Essay Writing Ⅰ ２年春 2
Active Reading Business
Genres Ⅰ

２年春 2

English Grammar and Usage Ⅰ ２年春 2
Intercultural Reading ２年春 2

English Presentation Ⅱ ２年秋 2
Public Speaking Ⅱ ２年秋 2
Writing as a Social Act Ⅱ ２年秋 2
Essay Writing Ⅱ ２年秋 2
Active Reading Business
Genres Ⅱ

２年秋 2

English Grammar and Usage Ⅱ ２年秋 2
短期語学研修 ２年春 4
長期語学研修 ２年秋 10
ロシア語入門 １年秋 4
韓国語入門 １年秋 4
中国語入門 １年秋 4
ロシア語会話 ２年春 2
韓国語会話 ２年春 2
中国語会話 ２年春 2
対人コミュニケーション １年春 2
プレゼンテーション ２年春・秋 2
情報リテラシーⅠ １年春 2
情報リテラシーⅡ １年秋 2
情報と経済社会 ２年秋 2

演　　習 ＡＣＢ演習 ３年春秋 4

研　　修

第２外国語

２単位必修

情　　報 ２単位必修

コミュニケーションス
タディーズ

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
コ
モ
ン
ベ
ー
シ
ッ
ク
ス

基　　礎 ２単位必修

英　　語

８単位必修

４単位以上選択必修Understanding Business
Meeting

２年春 2

授業科目の名称
授業を
行  う
年　次

単位数

備　　　考
必修 選必 選択



人間の心理 １年秋 4
芸術の創造 １年秋 2
哲学Ⅰ ２年春 2
哲学Ⅱ ２年秋 2
宗教哲学 ２年秋 2
文学と人間 ２年秋 2
仏教の思想 ３年春 4
美と価値 ３年秋 2
社会と人間 １年秋 2
人間の歴史 ２年春 2
憲法概論 ２年春 2
法律と人間 ２年秋 2
メディアとジャーナリズム ３年春 2
民法 ３年春 4
異文化の理解 ３年秋 2
遺跡と文化財 ３年秋 2
地球科学 ２年春 2
宇宙科学 ２年春 2
健康と医療 ２年春 2
科学技術と社会Ⅰ ２年春 2
科学技術と社会Ⅱ ２年秋 2
生命の科学 ３年秋 2
教養特殊講義Ⅰ ２年春 2
教養特殊講義Ⅱ ２年秋 2
名著講読演習 ２年春秋 4
教養演習 ３年春秋 4
大学基礎演習 １年春 1 １単位必修
キャリア形成論 １年春 2
自治行政政策論 ２年春 1
事業論Ⅰ ２年春 1
インターンシップⅠ ２年秋 1
事業論Ⅱ ３年春 1
事業論Ⅲ ３年秋 1
インターンシップⅡ ３年秋 1
経営導入演習 １年秋 2
経営演習Ⅰ ２年春秋 4
経営演習Ⅱ ３年春秋 4
経営学基礎論 １年春 4
会計学基礎論 １年春 4
経済学基礎論 １年春 4
組織論 １年秋 4
現代企業論 １年秋 2
社会調査と統計 １年秋 2

授業科目の名称
授業を
行  う
年　次

単位数

備　　　考
必修 選必 選択

キャリア
教育科目 ３単位以上選択必修

専
門
科
目

演　　習 １０単位必修

基礎科目 ２０単位必修

教
　
　
養
　
　
科
　
　
目

（第１群）
人間と価値

２２単位以上選択
（第１群、第２群及び
第３群の各群から２単
位以上選択）

（第２群）
文化と社会

（第３群）
環境と科学

（第４群）
特殊講義・演習



経営戦略論Ⅰ １年秋 2
マネジメント論Ⅰ １年秋 2
財務会計論Ⅰ １年秋 2
商業簿記 １年秋 2
工業簿記 １年秋 2
経営戦略論Ⅱ ２年春 2
マネジメント論Ⅱ ２年春 2
財務会計論Ⅱ ２年春 2
マーケティング論Ⅰ ２年春 2
人事管理論Ⅰ ２年春 2
管理会計論Ⅰ ２年春 2
財務分析Ⅰ ２年春 2
環境経営論 ２年秋 2
マーケティング論Ⅱ ２年秋 2
人事管理論Ⅱ ２年秋 2
管理会計論Ⅱ ２年秋 2
グローバル経営論 ３年春 2
会社法Ⅰ ３年春 2
経営倫理学 ３年秋 2
経営史 ２年春 2
市場調査論 ２年春 2
経営特殊講義Ⅰ ２年秋 2
現代仕事論 ２年秋 2
財務管理 ２年秋 2
財務分析Ⅱ ２年秋 2
税務会計 ２年秋 2
組織学習論 ３年春 2
監査論Ⅰ ３年春 2
租税法 ３年春 2
財務戦略 ３年春 2
商業実習 ３年春 4
監査論Ⅱ ３年秋 2
会社法Ⅱ ３年秋 2
経営情報論 ３年秋 2
生産管理論 ３年秋 2
経営特殊講義Ⅱ ３年秋 2
労働法 ３年秋 2
非営利組織会計 ３年秋 2
職業指導 ３年秋 4
ミクロ経済学 １年秋 4
マクロ経済学 ２年春 4
財政学 ２年春 4
地域企業論Ⅰ ３年春 2
地域社会論Ⅰ ３年春 2
環境経済学 ３年春 2
地域経営論 ３年春 2
地域企業論Ⅱ ３年秋 2
地域社会論Ⅱ ３年秋 2

卒業研究

（注）

（備考）自己啓発科目として、１２単位以上選択すること。

授業科目の名称
授業を
行  う
年　次

単位数

備　　　考
必修 選必 選択

卒業研究科目 ４年春秋 4

４単位選択必修

（注）「卒業研究科目」は「卒業研究」

（自学科・教養・ＡＣＢ ４年次通年４単

位）と「代替科目」（自学科の未修得基

幹・展開科目の中から４単位分を４年次在

学中に修得すること）との選択必修とす

る。

専
　
　
門
　
　
科
　
　
目

基幹科目 ２０単位以上選択必修

展開科目

２０単位以上選択

他学科
展開科目



経済学科

学習導入演習 １年春 2

健康とスポーツⅠ １年春 1

健康とスポーツⅡ １年秋 1

英語ⅠA １年春 2

英語ⅠB １年春 2

英語ⅡA １年秋 2

英語ⅡB １年秋 2

English Presentation Ⅰ ２年春 2

Public Speaking Ⅰ ２年春 2

Writing as a Social Act Ⅰ ２年春 2

Essay Writing Ⅰ ２年春 2

Active Reading Business
Genres Ⅰ

２年春 2

English Grammar and Usage Ⅰ ２年春 2

Intercultural Reading ２年春 2

English Presentation Ⅱ ２年秋 2

Public Speaking Ⅱ ２年秋 2

Writing as a Social Act Ⅱ ２年秋 2

Essay Writing Ⅱ ２年秋 2

Active Reading Business
Genres Ⅱ

２年秋 2

English Grammar and Usage Ⅱ ２年秋 2

短期語学研修 ２年春 4

長期語学研修 ２年秋 10

ロシア語入門 １年秋 4

韓国語入門 １年秋 4

中国語入門 １年秋 4

ロシア語会話 ２年春 2

韓国語会話 ２年春 2

中国語会話 ２年春 2

対人コミュニケーション １年秋 2

プレゼンテーション ２年春・秋 2

情報リテラシーⅠ １年春 2

情報リテラシーⅡ １年秋 2

情報と経済社会 ２年秋 2

演　　習 ＡＣＢ演習 ３年春秋 4

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
コ
モ
ン
ベ
ー
シ
ッ
ク
ス

基　　礎 ２単位必修

授業科目の名称
授業を
行  う
年　次

単位数

備　　　考
必修 選必 選択

英　　語

８単位必修

４単位以上選択必修Understanding Business
Meeting

２年春 2

研　　修

第２外国語

コミュニケーションス
タディーズ ２単位必修

情　　報 ２単位必修



人間の心理 １年秋 4

芸術の創造 １年秋 2

哲学Ⅰ ２年春 2

哲学Ⅱ ２年秋 2

宗教哲学 ２年秋 2

文学と人間 ２年秋 2

仏教の思想 ３年春 4

美と価値 ３年秋 2

社会と人間 １年秋 2

人間の歴史 ２年春 2

憲法概論 ２年春 2

法律と人間 ２年秋 2

メディアとジャーナリズム ３年春 2

民法 ３年春 4

異文化の理解 ３年秋 2

遺跡と文化財 ３年秋 2

地球科学 ２年春 2

宇宙科学 ２年春 2

健康と医療 ２年春 2

科学技術と社会Ⅰ ２年春 2

科学技術と社会Ⅱ ２年秋 2

生命の科学 ３年秋 2

教養特殊講義Ⅰ ２年春 2

教養特殊講義Ⅱ ２年秋 2

名著講読演習 ２年春秋 4

教養演習 ３年春秋 4

大学基礎演習 １年春 1 １単位必修

キャリア形成論 １年秋 2

自治行政政策論 ２年春 1

事業論Ⅰ ２年春 1

インターンシップⅠ ２年秋 1

事業論Ⅱ ３年春 1

事業論Ⅲ ３年秋 1

インターンシップⅡ ３年秋 1

経済導入演習 １年秋 2

経済演習Ⅰ ２年秋 2

経済演習Ⅱ ３年春秋 4

経営学基礎論 １年春 4

会計学基礎論 １年春 4

経済学基礎論 １年春 4

ミクロ経済学 １年秋 4

フィールドスタディ １年秋 2

日本経済概論 １年秋 2

マクロ経済学 ２年春 4

授業科目の名称
授業を
行  う
年　次

単位数

備　　　考
必修 選必 選択

演　　習 ８単位必修

基礎科目 ２４単位必修

（第１群）
人間と価値

２２単位以上選択
（第１群、第２群及び
第３群の各群から２単
位以上選択）

（第２群）
文化と社会

（第３群）
環境と科学

（第４群）
特殊講義・演習

教
　
　
養
　
　
科
　
　
目

キャリア
教育科目 ３単位以上選択必修

専
門
科
目



経済数学 １年春 4

経済統計 １年秋 2

統計学 ２年春 4

応用ミクロ経済学 ２年春 4

財政学 ２年春 4

計量経済学 ２年秋 4

国際経済学 ２年秋 4

公共経済学 ２年秋 4

労働経済学 ２年秋 4

金融経済学Ⅰ ２年秋 2

金融経済学Ⅱ ３年春 2

地域経済学 ３年春 4

産業組織論 ３年春 4

経済特殊講義Ⅰ ２年春 2

ゲーム論 ２年春 2

地方財政論 ２年秋 2

経済特殊講義Ⅱ ２年秋 2

経済変動論 ２年秋 2

実証経済分析 ３年春 2

環境経済学 ３年春 2

ファイナンス理論 ３年春 2

社会保障論 ３年春 2

経済特殊講義Ⅲ ３年春 2

開発経済学 ３年秋 2

金融機関論 ３年秋 2

国際金融論 ３年秋 2

公共政策論 ３年秋 2

経済特殊講義Ⅳ ３年秋 2

財務会計論Ⅰ １年秋 2

商業簿記 １年秋 2

財務会計論Ⅱ ２年春 2

マーケティング論Ⅰ ２年春 2

管理会計論Ⅰ ２年春 2

財務分析Ⅰ ２年春 2

マーケティング論Ⅱ ２年秋 2

管理会計論Ⅱ ２年秋 2

財務分析Ⅱ ２年秋 2

会社法Ⅰ ３年春 2

財務戦略 ３年春 2

会社法Ⅱ ３年秋 2

労働法 ３年秋 2

卒業研究

（注）

（備考）自己啓発科目として、１２単位以上選択すること。

授業科目の名称
授業を
行  う
年　次

単位数

備　　　考
必修 選必 選択

専
　
　
門
　
　
科
　
　
目

基幹科目 １６単位以上選択必修

展開科目

２２単位以上選択

他学科
展開科目

卒業研究科目 ４年春秋 4

４単位選択必修

（注）「卒業研究科目」は「卒業研究」

（自学科・教養・ＡＣＢ ４年次通年４単

位）と「代替科目」（自学科の未修得基

幹・展開科目の中から４単位分を４年次在

学中に修得すること）との選択必修とす

る。



地域みらい学科

健康とスポーツⅠ １年春 1

健康とスポーツⅡ １年秋 1

英語ⅠA １年春 2

英語ⅠB １年春 2

英語ⅡA １年秋 2

英語ⅡB １年秋 2

English Presentation Ⅰ ２年春 2

Public Speaking Ⅰ ２年春 2

Writing as a Social Act Ⅰ ２年春 2

Essay Writing Ⅰ ２年春 2

Active Reading Business
Genres Ⅰ

２年春 2

English Grammar and Usage Ⅰ ２年春 2

Intercultural Reading ２年春 2

English Presentation Ⅱ ２年秋 2

Public Speaking Ⅱ ２年秋 2

Writing as a Social Act Ⅱ ２年秋 2

Essay Writing Ⅱ ２年秋 2

Active Reading Business
Genres Ⅱ

２年秋 2

English Grammar and Usage Ⅱ ２年秋 2

短期語学研修 ２年春 4

長期語学研修 ２年秋 10

ロシア語入門 １年秋 4

韓国語入門 １年秋 4

中国語入門 １年秋 4

ロシア語会話 ２年春 2

韓国語会話 ２年春 2

中国語会話 ２年春 2

対人コミュニケーション １年春 2

プレゼンテーション ２年春・秋 2

情報リテラシーⅠ １年春 2

情報リテラシーⅡ １年秋 2

情報と経済社会 ２年秋 2

演　　習 ＡＣＢ演習 ３年春秋 4

授業科目の名称
授業を
行  う
年　次

単位数

備　　　考

ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
・
コ
モ
ン
ベ
ー

シ
ッ

ク
ス

基　　礎

必修 選必 選択

英　　語

８単位必修

４単位以上選択必修Understanding Business
Meeting

２年春 2

研　　修

第２外国語

コミュニケーション
スタディーズ ２単位必修

情　　報 ２単位必修



人間の心理 １年秋 4

芸術の創造 １年秋 2

哲学Ⅰ ２年春 2

哲学Ⅱ ２年秋 2

宗教哲学 ２年秋 2

文学と人間 ２年秋 2

仏教の思想 ３年春 4

美と価値 ３年秋 2

社会と人間 １年秋 2

人間の歴史 ２年春 2

憲法概論 ２年春 2

法律と人間 ２年秋 2

メディアとジャーナリズム ３年春 2

民法 ３年春 4

異文化の理解 ３年秋 2

遺跡と文化財 ３年秋 2

地球科学 ２年春 2

宇宙科学 ２年春 2

健康と医療 ２年春 2

科学技術と社会Ⅰ ２年春 2

科学技術と社会Ⅱ ２年秋 2

生命の科学 ３年秋 2

教養特殊講義Ⅰ ２年春 2

教養特殊講義Ⅱ ２年秋 2

名著講読演習 ２年春秋 4

教養演習 ３年春秋 4

大学基礎演習 １年春 1 １単位必修

キャリア形成論 １年春 2

自治行政政策論 ２年春 1

事業論Ⅰ ２年春 1

インターンシップⅠ ２年秋 1

事業論Ⅱ ３年春 1

事業論Ⅲ ３年秋 1

インターンシップⅡ ３年秋 1

自己の探求 １年春 4

自分知の探求 １年秋 2

科学への探求 １年秋 2

知の挑戦Ⅰ ２年春秋 4

知の挑戦Ⅱ ３年春秋 4

経営学基礎論 １年春 4

調査と統計 １年春 2

地域社会と経済 １年春 2

地域形成基礎論 １年秋 2

地域リーダーシップ論 １年秋 2

地域と情報ネットワーク １年秋 2

経済学基礎論 ２年春 4

会計学基礎論 ２年春 4

授業科目の名称
授業を
行  う
年　次

単位数

備　　　考
必修 選必 選択

教
　
　
養
　
　
科
　
　
目

（第１群）
人間と価値

２２単位以上選択
（第１群、第２群及び
第３群の各群から２単
位以上選択）

（第２群）
文化と社会

（第３群）
環境と科学

（第４群）
特殊講義・演習

キャリア
教育科目 ３単位以上選択必修

専
門
科
目

演　　習 １６単位必修

基礎科目 ２２単位必修



地域企業論Ⅰ ２年春 2

自治体経営論 ２年春 2

地域社会論Ⅰ ２年春 2

地域企業論Ⅱ ２年秋 2

地域社会論Ⅱ ２年秋 2

地形地理情報論 ２年秋 2

経営戦略論Ⅰ １年秋 2

マネジメント論Ⅰ １年秋 2

マーケティング論Ⅰ ２年春 2

経営戦略論Ⅱ ２年春 2

マネジメント論Ⅱ ２年春 2

マーケティング論Ⅱ ２年秋 2

会社法Ⅰ ３年春 2

フィールドリサーチⅠ ２年秋 2

行政経営論 ２年秋 2

地域の産業Ⅰ ２年秋 2

地域みらい特殊講義Ⅰ ２年秋 2

フィールドリサーチⅡ ３年春 2

地域の産業Ⅱ ３年春 2

地域経営論 ３年春 2

自然史・地理情報と地域創造 ３年春 2

地域みらい特殊講義Ⅱ ３年春 2

経営革新論Ⅰ ３年春 2

自治体政策法務論 ３年秋 2

経営革新論Ⅱ ３年秋 2

フィールドリサーチⅢ ３年秋 2

地域と産業政策 ３年秋 2

環境ビジネス論 ３年秋 2

地域みらい特殊講義Ⅲ ３年秋 2

現代仕事論 ２年秋 2

財務会計論Ⅰ ２年秋 2

ミクロ経済学 ２年秋 4

財務会計論Ⅱ ３年春 2

マクロ経済学 ３年春 4

会社法Ⅱ ３年秋 2

卒業研究

（注）

（備考）自己啓発科目として、８単位以上選択すること。

授業科目の名称
授業を
行  う
年　次

単位数

備　　　考
必修 選必 選択

専
門
科
目

基幹科目

１８単位以上選択必修

他学科
基幹科目

展開科目

２０単位以上選択

他学科
展開科目

卒業研究科目 ４年春秋 4

４単位選択必修

（注）「卒業研究科目」は「卒業研究」

（自学科・教養・ＡＣＢ ４年次通年４

単位）と「代替科目」（自学科の未修得

基幹・展開科目の中から４単位分を４年

次在学中に修得すること）との選択必修

とする。



別表第２（第１３条関係）

経営学科 経済学科 地域みらい学科

基　　　礎 ２単位 ２単位

英　　　語 ８単位必修、計１２単位 ８単位必修、計１２単位 ８単位必修、計１２単位

コミュニケーション・
スタディーズ ２単位 ２単位 ２単位

情　　　報 ２単位 ２単位 ２単位

第　１　群

第　２　群

第　３　群

第　４　群

１単位必修、計４単位 １単位必修、計４単位 １単位必修、計４単位

基 礎 科 目 ２０単位 ２４単位 ２２単位

基 幹 科 目 ２０単位 １６単位 １８単位

展 開 科 目 ２０単位 ２２単位 ２０単位

演　　習 １０単位 ８単位 １６単位

４単位選択必修 ４単位選択必修 ４単位選択必修

１２単位 １２単位 ８単位

１３０単位 １３０単位 １３０単位

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
コ
モ
ン
ベ
｜
シ
ッ
ク
ス

教

養

２２単位
（第１群、第２群及び第３
群から２単位以上選択

必修）

２２単位
（第１群、第２群及び第３
群から２単位以上選択

必修）

２２単位
（第１群、第２群及び第３
群から２単位以上選択

必修）

※基幹科目において所定の単位数を超過した場合、超過分の単位を展開科目へ算入される。また、展開科目
　において所定の単位数を超過した場合、超過分の単位は自己啓発科目へ算入される。ただし、４年次に
　おいて自学科の基幹科目または展開科目を４単位以上修得した場合は、そのうち４単位を「代替科目」として
　卒業研究科目へ算入することができる。

キャリア教育科目

専

門

科

目

卒業研究科目

自己啓発科目

合　　　　計

※「卒業研究科目」は、「卒業研究」（自学科・教養・ＡＣＢ ４年次通年４単位）と「代替科目」（自学科の未修得
　基幹・展開科目の中から４単位分を４年次在学中に修得すること）との選択必修とする。


